
幼児 幼児～小学生（低学年） 幼児～小学生（中学年） 4歳～小学生

小学生（低学年） 小学生（低学年～中学年）

まるちゃんとくろちゃんのおうち

あたらしいおうちができた子
こ

犬
いぬ

のまるちゃんとく

ろちゃん。最
さい

初
しょ

は、自
じ

分
ぶん

たちだけがこのおうちに

いたかったのですが。絵
え

本
ほん

を読
よ

みすすめていく

と、みんなでなかよくしていくことの大
たい

切
せつ

さを感
かん

じてしまいます。絵
え

本
ほん

の入
にゅうもん

門として、わかりやす

く、心
こころ

が温
あたた

かくなるので最
さい

適
てき

です。(1)(2)　　

ささき ようこ　作 ポプラ社
998円

おとうさんの手

ばいきんあたろー

理科室の日曜日

おじいちゃんの手

ヘビとトカゲきょうからともだち

車
くるま

のじこで目
め

が見
み

えなくなったお父
とう

さん。でも、

においでだれが来
く

るのかが分
わ

かったり、空
くう

気
き

のけ

はいで雨
あめ

が降
ふ

るのを感
かん

じたりします。目
め

が見
み

えな

くても針
はり

のちりょうをするすてきなお父
とう

さんに読
どく

者
しゃ

もきっと共
きょうかん

感できることでしょう。(1)(4)(9)

はみがきをしない子
こ

を見
み

つけて、虫
むし

歯
ば

を作
つく

る仕
し

事
ごと

がばいきんあたろーの仕
し

事
ごと

。だけど、はじめての

仕
し

事
ごと

だったので女
おんな

の子
こ

に見
み

つかってしまいまし

た。おとっつぁんに知
し

られたらしかられるぞ。ど

んどん展
てん

開
かい

するストーリーに読
どく

者
しゃ

も夢
むちゅう

中で読
よ

みす

すめていくことでしょう。(1)(8)

理
り

科
か

室
しつ

の人
じん

体
たい

もけいやけんびきょう、アルコール

ランプなどはみんな仲
なか

間
ま

です。日
にち

曜
よう

日
び

はこっそり

理
り

科
か

室
しつ

の中
なか

の流
なが

しをプールにして泳
およ

いだり、図
と

書
しょ

室
しつ

で本
ほん

を読
よ

んだりしています。ある時
とき

、こどもの

城
しろ

のプラネタリウムの天
てん

体
たい

ぼうえんきょうの所
ところ

に

遊
あそ

びに行
い

くことになりました。楽
たの

しいお出
で

かけに

わくわくすることでしょう。(1)(4)(8)

1950年
ねん

代
だい

から1960年
ねん

代
だい

はじめには、アフリカ系
けい

アメリカ人
じん

に対
たい

して明
あき

らかな差
さ

別
べつ

がありました。

おじいちゃんの手
て

はくつひもも結
むす

べるし、ピアノ

もマジックもできるし、ピッチャーとしてすごい

ボールを投
な

げることができた。でも、できないこ

ともあったのです。

この話
はなし

を読
よ

んでいくと、差
さ

別
べつ

のない世
よ

の中
なか

の必
ひつ

要
よう

性
せい

を強
つよ

く感
かん

じることができます。(1)(4)(9)

照
て

りつける太
たい

陽
よう

と、ごつごつした岩
いわ

。砂
さ

ばくをぶ

たいに、ヘビとトカゲの友
ゆうじょう

情をえがいています。

最
さい

初
しょ

はケンカから始
はじ

まり、こぜり合
あ

いをくり返
かえ

し

ながら信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を深
ふか

めていく二
ふた り

人。さし絵
え

も物
ものがたり

語

のふんい気
き

をよく伝
つた

えています。作
さく

者
しゃ

はニュー

ジーランド生
う

まれの女
じょ

性
せい

で、自
じ

国
こく

の風
ふう

土
ど

や独
どく

自
じ

の

生
せい

態
たい

系
けい

をその作
さく

品
ひん

に多
おお

く取
と

り入
い

れてえがいていま

す。(1)(2)(4)

まはら 三桃　作
長谷川 義史　絵

村上 しいこ　作
大島 妙子　　絵

村上 しいこ　作
田中 六大　　絵

マーガレット・Ｈ・メイソン　文
フロイド・クーパー　　　　絵
もりうち すみこ　　　　　  訳

ジョイ・カウリー　　　作
ガヴィン・ビショップ　絵
もりうち すみこ　　　  訳

講談社
1,155円

ＰＨＰ研究所
1,155円

講談社
1,260円

光村教育図書
1,470円

アリス館
1,470円

わたしドーナツこ

１年１組ミウの絵日記

だっこの木

もぐらのたくはいびん

もぐらのおまわりさん

小さな小さな七つのおはなし

ブロントリーナ

なっちゃんときげんのわるいおおかみ

おたんじょうびまで あとなんにち？

いちねんせいのいたーだきます！

おとまり、おことわり？

みてても、いい？

うんこのたつじん

おじいちゃんのふね

わたし、まだねむくないの

ひきざんもできる名犬シロ

南の島で

ともだちやもんな、ぼくら

すいかのたび

がたぴしくん

おはいんなさい

「どうなつこ」なんてとてもかわいい名
な

前
まえ

ですが、

なつこさんは自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

が大
だい

きらいです。自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

ってどうしてつけたのかな？自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

っていい

なぁと思
おも

える一
いっ

冊
さつ

です。(1)

「光
こう

陰
いん

矢
や

のごとし。」というおばあちゃんの一
ひと

言
こと

で１

年
ねん

になったミウは、絵
え

日
にっ

記
き

を書
か

き始
はじ

めました。絵
え

日
にっ

記
き

にはミウのとても個
こ

性
せい

的
てき

な友
とも

達
だち

の話
わ

題
だい

がいっぱい

です。ミウの友
とも

達
だち

ってどんなところが個
こ

性
せい

的
てき

なので

しょうか。ほほがゆるみっぱなしの一
いっ

冊
さつ

です。(1)

戦
せん

争
そう

中
ちゅう

、その男
おとこ

の子
こ

はまだ３つか４つでした。おや

子
こ

三
さん

人
にん

で「だっこの木
き

」をかこんで、出
しゅっせい

征する父
ちち

親
おや

のぶじをいのりました。その後
ご

、くうしゅうで木
き

は

おれ、中
なか

が空
くう

どうとなってしまいます。月
つき

日
ひ

がた

ち、小
しょう

学
がく

生
せい

になった男
おとこ

の子
こ

は木
き

をおとずれ、父
ちち

親
おや

が

なくなったことをつげます…。作
さく

者
しゃ

の平
へい

和
わ

への思
おも

い

が、やさしい色
いろ

合
あ

いの絵
え

とともに、しずかにしかし

力
ちからづよ

強く伝
つた

わってきます。(1)(4)(10)

地
じ

面
めん

の下
した

で、もぐらたちがどんな暮
く

らしをしている

かというと、人
にん

間
げん

の暮
く

らしとあまりちがわず、宅
たく

配
はい

便
びん

屋
や

さんだってあるのです。今
きょ う

日のはいたつは「お

まつり通
どお

り」。ちゃんととどけられるでしょうか。

(1)

もぐらが住
す

んでいる地
ち

底
てい

はなんと、人
にん

間
げん

が住
す

んでいる世
せ

界
かい

と同
おな

じような町
まち

になっています。そこにはお店
みせ

やレ

ストランがあったり、クリーニング屋
や

さんやゆうびん屋
や

さんもいます。そして、この物
ものがたり

語の主
しゅ

人
じん

公
こう

は交
こう

番
ばん

のお

まわりさん。もぐらのおまわりさんがどんな活
かつ

やくをするか楽
たの

しみですね。

心
こころ

やさしいもぐらのおまわりさんのお話
はなし

に、子
こ

どもたちもきっと共
きょうかん

感しながら読
よ

んでいくことでしょう。(1)

(2)(8)

アメリカの作
さっ

家
か

がよう年
ねん

向
む

けに書
か

いた短
たん

ぺん集
しゅう

で

す。ふくろうの子
こ

が、おじいちゃんが何
なん

でもわかる

のは、めがねをかけているせいだと思
おも

い込
こ

み、おじ

いちゃんが眠
ねむ

っている間
あいだ

にこっそりそのめがねをか

けてみる話
はなし

（「まほうのめがね」）など、子
こ

ども達
たち

の

気
き

持
も

ちによりそうユーモラスなお話
はなし

ばかりです。

一
ひと り

人読
よ

みを始
はじ

めた子
こ

どもに読
どく

書
しょ

の楽
たの

しさをぞんぶん

に与
あた

えてくれそうです。(1)(2)(6)

一
いち

度
ど

はバレリーナになってみたいと思
おも

った女
おんな

の子
こ

は

多
おお

いはず。きょうりゅうブロントリーナもバレリー

ナになりたくてなりたくてたまりません。でも彼
かの

女
じょ

はとてつもなく大
おお

きいのです。しかし、彼
かの

女
じょ

の夢
ゆめ

は

仲
なか

間
ま

のやさしさで実
じつ

現
げん

するのです。よむと心
こころ

がほか

ほかする本
ほん

です。(1)

遠
えん

足
そく

に行
い

けなくなったなっちゃんは、ごきげんなな

め。きげんが悪
わる

いままの言
こと

葉
ば

からきげんの悪
わる

いおお

かみがとつぜんあらわれる。大
だい

すきなおばあちゃん

がおおかみに食
た

べられそうに。きげんの悪
わる

い時
とき

の言
こと

葉
ば

にはご用
よう

心
じん

。(1)(4)(10)

「誕
たんじょうび

生日」ということばは心
こころ

をくすぐるひびきがあ

ります。小
ちい

さなねずみくんは、誕
たんじょうび

生日がまちどおし

くてたまりません。ねずみくんのわくわくしていく

すがたに思
おも

わず自
じ

分
ぶん

がかさなってしまい、うれしく

なってしまう一
いっ

冊
さつ

です。(1)

給
きゅうしょく

食の野
や

菜
さい

がきらいなあっくんが、野
や

菜
さい

ばたけ小
しょう

学
がっ

校
こう

にいくことになりました。野
や

菜
さい

ばたけ小
しょう

学
がっ

校
こう

で

のおいのりの時
じ

間
かん

やおのこしの時
じ

間
かん

を体
たい

験
けん

します。

あっくんと同
おな

じ体
たい

けんをしながら、野
や

菜
さい

たちの顔
かお

や

気
き

持
も

ちを考
かんが

えていくことができると思
おも

います。(1)

(4)(10)

クマは何
なに

もかにもきちんとしていなければ、眠
ねむ

れま

せん。お客
きゃく

をとめたことがないくらい。そこへ、友
とも

だちのネズミがおとまりにきて大
おお

さわぎ、クマは静
しず

かに眠
ねむ

れるかな。(1)(4)

いたずらきつねとはずかしがり屋
や

のうさぎ。２匹
ひき

の

せいかくは全
まった

くちがいます。ある日
ひ

、うさぎに「み

てても、いい？」といわれ、つきまとわれます。で

も、「みてても、いい？」はまほうの言
こと

葉
ば

だったの

です。友
とも

達
だち

がいるって幸
しあわ

せだなと感
かん

じる一
いっ

冊
さつ

です。

(1)

一
いっ

個
こ

の丸
まる

いうんこを巡
めぐ

って１年
ねん

２組
くみ

の子
こ

どもたちと

先
せん

生
せい

との間
あいだ

ですなおで楽
たの

しい会
かい

話
わ

が交
か

わされていきます。子
こ

ど

も達
たち

がうんこをするのが楽
たの

しみ

になる本
ほん

です。(1)

おじいちゃんの舟
ふね

が台
たい

風
ふう

でこわれてしまった。おじ

いちゃんの舟
ふね

には、おじいちゃんのたくさんの思
おも

い

出
で

がつまっている。そんなおじいちゃんの舟
ふね

を直
なお

そ

うとつよく思
おも

う、かんたくんのおじいちゃんへのふ

かいあい情
じょう

をえがいたお話
はなし

です。(1)

ねる前
まえ

の時
じ

間
かん

、急
きゅう

になんだか元
げん

気
き

になることがあり

ませんでしたか。お気
き

に入
い

りのぬいぐるみとあそん

だり、いろいろともうそうにふけったりしている

と、ますます、目
め

がさえてしまうことが…。誰
だれ

かさ

んも同
おな

じ。そんな時
とき

ママの優
やさ

しいキスがおやすみの

合
あい

図
ず

。読
よ

んでいると、ほほえみが最
さい

初
しょ

から最
さい

後
ご

まで

つづく一
いっ

冊
さつ

。(1)

オサムくんの家
か

ぞくでかっているシロは、名
めい

犬
けん

？番
ばん

犬
けん

の役
やく

目
め

もするし、引
ひ

き算
ざん

だってできるんだもの。

シロとオサムくんの家
か

ぞくとの楽
たの

しい毎
まい

日
にち

です。

(1)(2)

ももさんとぼくの南
みなみ

の島
しま

での生
せい

活
かつ

は、ゆったりした

じかんが流
なが

れていく日
ひ

々
び

であった。およぐことがに

がてだったぼくも、いつしか、海
うみ

の生
い

き物
もの

のように

海
うみ

にとけこんでいけた。あざやかなしきさいのさし

絵
え

とともに日
ひ

々
び

のあわただしさをわすれさせてくれ

る一
いっ

冊
さつ

である。(2)

カブトムシをつかまえようと、木
き

にのぼった三
さん

人
にん

だ

が、カミナリじいさんに見
み

つかり、ころんだヒデト

シをおきざりにして、ぼくとマナブは二
ふた り

人だけでに

げてしまった。勇
ゆう

気
き

をふりしぼってもどった二
ふた り

人だ

が・・・。ユーモラスでホロリとする絵
え

本
ほん

。(1)(4)

ゆったりした世
せ

界
かい

の中
なか

で、海
うみ

にうかぶすいかに出
で

あ

い、まくらをだきかかえて少
すこ

しの時
じ

間
かん

休
やす

む動
どう

ぶつた

ち。互
たが

いにかんしょうせず、自
し

然
ぜん

のままにうけいれ

ていく。そして、すいかのたびは

つづいていく。たんじゅんなス

トーリーの中
なか

にほっとするじかん

を感
かん

じさせてくれるお話
はなし

です。

(1)(2)(10)

がたぴしくんは、一
いち

番
ばん

古
ふる

いバスですが、毎
まい

日
にち

毎
まい

日
にち

一
いっしょう

生けんめいはたらいています。しかし、がたぴし

くんも年
とし

にはかてません。ある日
ひ

、エンジンが止
と

まってしまいました。そして、がたぴしくんの第
だい

２

の人
じん

生
せい

が始
はじ

まりました。みんなはがたぴしくんのと

ころにあそびに来
き

ました。でもがたぴしくんは走
はし

り

たいのです。がたぴしくんは今
いま

も元
げん

気
き

に走
はし

っていま

す。子
こ

どもも大
おと な

人もそれぞれになにかを感
かん

じる一
いっ

冊
さつ

です。(1)

「ゆうびんやさん、おはいんなさい。」という歌
うた

に合
あ

わせて、さっちゃんがゆいちゃんとけいくんでなわ

とびを始
はじ

めました。そこへ本
ほん

当
とう

のゆうびん屋
や

さんが

入
はい

ってきました。ところが、ゆうびん屋
や

さんが飛
と

ん

でいる時
とき

、カバンから手
て

紙
がみ

が飛
と

び出
だ

してきてしまい

ました。手
て

紙
がみ

をひろった者
もの

たちがみんななわとびに

入
はい

ってきます。楽
たの

しいなわとびになりました。(1)

(3)(10)

井上 コトリ　作

吉田 純子　作
市居 みか　絵

宮川 ひろ　作
渡辺 洋二　絵

斉藤 洋　　　　　作
たかい よしかず　絵

斉藤 洋　　　　　作
たかい よしかず　絵

リリアン・ムーア　作
福本 友美子　　　  訳
高桑 幸次　　　　  絵

ジェイムズ・ハウ　文
ランディ・セシル　絵
長野 由紀　　　　  訳

香坂 直　　　　文
たるいし まこ　絵

アンバー・スチュアート　文
レオン・マーロウ　　　　絵
ささやま ゆうこ　　　　  訳

北川 チハル　作
吉田 奈美　　絵

ボニー・ベッカー　　　　　  文
ケイディ・マクドナルド・デントン　絵
横山 和江　　　　　　　　　 訳

礒 みゆき　　　　作
はた こうしろう　絵

みずうち きくお　文
はた こうしろう　絵

ひがし ちから　作

スージ・ムーア　　作
ロージー・リーヴ　絵
木坂 涼　　　　　  訳

東 君平　作・絵

石津 ちひろ　文　
原 マスミ　　絵

くすのき しげのり　作
福田 岩緒　　　　　絵

高畠 純　作

たしろ ちさと　作・絵

西平 あかね　文・絵

ひさかたチャイルド
1,260円

ＰＨＰ研究所
１,155円

文渓堂
1,575円

講談社
1,260円

講談社
1,260円

日本標準
1,575円

新書館
1,470円

ポプラ社
1,365円

徳間書店
1,575円

ポプラ社
945円

岩崎書店
1,365円

ポプラ社
945円

ＰＨＰ研究所
1,260円

ブロンズ新社
1,365円

岩崎書店
1,260円

フレーベル館
1,050円

偕成社
１,260円

えほんの杜
1,000円

絵本館
1,260円

ＰＨＰ研究所
1,260円

大日本図書
1,365円

それほんとう？

全
ぜん

部
ぶ

ひらがなで書
か

かれた愉
ゆ

快
かい

な言
こと

葉
ば

遊
あそ

びの本
ほん

で

す。「あ」の詩
し

から「わ」の詩
し

までがあり、各
おの

々
おの

の詩
し

の最
さい

後
ご

は決
き

まって「それほんとう？」という

言
こと

葉
ば

で終
お

わります。ナンセンス絵
え

本
ほん

で知
し

られる画
が

家
か

の絵
え

とあいまって、幅
はば

広
ひろ

い年
ねん

代
だい

の子
こ

どもたちを

惹
ひ

きつけるでしょう。1973年
ねん

刊
かん

行
こう

の新
しん

装
そう

版
ばん

。(1)

(5)(6)(8)

松岡 享子   文
長 新太　　絵

福音館書店
1,365円

とりになったきょうりゅうのはなし

はるか昔
むかし

に絶
ぜつ

滅
めつ

したと思
おも

われている恐
きょうりゅう

竜。ところ

が、この本
ほん

によれば、翼
つばさ

ある恐
きょうりゅう

竜・翼
よくりゅう

竜は鳥
とり

と

なって生
い

き残
のこ

り、今
いま

この時
とき

も空
そら

を飛
と

び続
つづ

けている

という。やさしい語
かた

り口
くち

で絵
え

もわかりやすく、興
きょう

味
み

をかきたてられる一
いっ

冊
さつ

。(2)(5)(7)

大島 英太郎　作 福音館書店
945円

山猫たんけん隊 ハスの花の精リアン

西
にし

山
やま

小
しょうがっこう

学校科
か

学
がく

部
ぶ

の５人
にん

は、山
やま

猫
ねこ

に会
あ

いに、沖
おき

縄
なわ

の西
いりおもてじま

表島にキャンプに出
で

かける。野
や

外
がい

生
せい

活
かつ

の楽
たの

しみがつまった絵
え

本
ほん

。細
こま

かく書
か

き込
こ

まれた絵
え

は、

じっくり見
み

て楽
たの

しみた

い。(5)(7)(9)

漁
りょうし

師のローおじさんは、困
こま

っていたおばあさんを

助
たす

けたお礼
れい

に、魔
ま

法
ほう

のタネをもらいます。ところ

が、魔
ま

法
ほう

の噂
うわさ

を欲
よく

深
ぶか

い王
おう

様
さま

の娘
むすめ

が聞
き

きつけ…。中
ちゅう

国
ごく

の伝
でん

統
とう

水
すい

墨
ぼく

画
が

の手
しゅ

法
ほう

を用
もち

いた絵
え

は、力
ちからづよ

強く神
しん

秘
ぴ

的
てき

で、物
ものがたり

語に深
ふか

みを与
あた

えている。(6)(10)

松岡 達英　作 チェン・ジャンホン　作・絵
平岡 敦　　　　　　  訳

偕成社
1,260円

徳間書店
1,890円

石川県優良図書一覧
幼児・低学年（小学校1、2年）〜

問い合わせ先

平成23年度に
石川県がすいせんした図書

石川県庁のホームページにも掲載されています。　http://www.pref.ishikawa.jp/kodomoseisaku

石
いし

川
かわ

県
けん

では、毎
まい

年
とし

みなさんの読
どく

書
しょ

の手
て

引
び

きとして、優
ゆうりょう

良図
と

書
しょ

のすいせんをしています。平
へい

成
せい

23年
ねん

度
ど

、石
いし

川
かわ

県
けん

がすいせんした63冊
さつ

の図
と

書
しょ

を紹
しょうかい

介します。

たくさんのみなさんがよい本
ほん

と出
で

会
あ

い、読
どく

書
しょ

のよろこびやたのしさを少
すこ

しでも知
し

ることができればと思
おも

っています。

下
した

に記
しる

されている(1)〜(10)は、これらの本
ほん

をすいせんした基
き

準
じゅん

です。

(1) 人
ひと

としての愛
あいじょう

情を豊
ゆた

かに育
そだ

てるもの

(2) 動
どう

物
ぶつ

愛
あい

護
ご

等
とう

、自
し

然
ぜん

に親
した

しむ豊
ゆた

かな心
こころ

を育
そだ

てるもの

(3) 郷
きょうど

土愛
あい

をかん養
よう

にするもの

(4) 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

における良
りょうしき

識、責
せき

任
にん

感
かん

及
およ

び倫
りん

理
り

観
かん

念
ねん

のかん養
よう

に役
やく

立
だ

つもの

(5) 知
ち

識
しき

を高
たか

め、教
きょうよう

養を深
ふか

めるもの

(6) 美
び

に対
たい

する感
かん

覚
かく

を洗
せん

練
れん

し、情
じょうそう

操を高
たか

めるもの

(7) 観
かんさつりょく

察力、思
しこうりょく

考力又
また

は判
はんだんりょく

断力を養
やしな

うもの

(8) 健
けん

全
ぜん

な娯
ご

楽
らく

作
さく

品
ひん

として優
すぐれ

れたもの

(9) 社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

活
かつ

動
どう

への意
い

欲
よく

を高
たか

めるもの

(10) その他
た

青
せい

少
しょうねん

年の健
けん

全
ぜん

な心
しん

身
しん

の成
せいちょう

長に役
やく

立
だ

つもの

※郷
きょうど

土愛
あい

‥‥ふるさとを愛
あい

する心
こころ

　倫
りん

　理
り

‥‥善
ぜん

悪
あく

の基
きじゅん

準（ものさし）

　観
かん

　念
ねん

‥‥かんがえかた

　かん養
よう

‥‥やしなう、育
そだ

てること

　洗
せん

　練
れん

‥‥うまく、しあげること

　情
じょう

　操
そう

‥‥すなおに感
かん

動
どう

するゆたかな心
こころ

　価格は税込表示です。

石川県少子化対策監室　  TEL.076-225-1422　FAX.076-225-1423


